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宍道町が海だったころ



発刊にあたって

一昨年の 9月、宍道町の蒐古館で島根大学公開講座が開かれました。

この講座が、ともすれば地域のことは地元の人間が最もよく知って

いると思いがちな私たちに大きな感動を与えたことを昨日のように覚

えています。

あらためておもいますに、ふるさとの自然と文化を大切にしながら、

地域を客観的に見ていける視点こそ、地域の将来を方向づけていく力

強い原動力なのでしょう。

さて、今回のふるさと文庫は、前述の公開講座での講義をもとに、

宍道町の地質について高安克己先生自身に執筆いただいたものです。

まずは自分たちの足もとに思いをめぐらしてみませんか。

宍道町教育委員会 教育長 福田幸市
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きまちいし

1 .来待石の秘密

ししいし い白いし

1 ）猪石と犬石

国道 9号線沿いの白石本郷から同道川を南に 1キロほどさかのぼっ

たところに、石宮神社というお社があります。“宍道”という地名の

由来がここにある、ということを知ったのは、地質の調査中にたまた

まこのお社の石段で弁当を使わせてもらっていたときでした。鳥居の

横に神社の説明板があり、それには『出雲国風土記』によれば、
おおなもちのみこと

大穴持命（大国主命）が犬を使って猪狩りをしていたところ、追い

かけられた猪がここで大きな石になった、それでこの地を宍道とL、う、

と書かれていました。なるほど、鳥居の両側には大きな石がありまし

た。これらが猪の石だそうです。追いかけた犬も石になって、それは

石段をあがった拝殿の後ろにある猪石より小さい石がそうだ、という

のです。どの石もす

っかり苔むしてい

て、千数百年の風雪

に耐えてきたという

貫禄は十分でした。

猪石と犬石はいず

れも来待石でできて

います。ご存じのよ

うに、来待石は細工
写真 1.石宮神社の猪石
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がしやすく、苔もつきやすい、ということから、むかしから出雲

石灯篭の材料として盛んに利用されてきました。来待石はいまからお

よそ1,400万年前の海に堆積した来待層と呼ばれる地層中の、砂粒の

大きさが比較的よくそろった良質のところを利用した石材です。

2）来待石を顕微鏡でみると
たいせきがん

来待石は岩石の種類でいうと砂岩という堆積岩のグぉルーフ，，こ含めら
たいせきがん

れます。堆積岩は、川などによって運ばれてきた岩くずや鉱物粒子が

海や湖でたまり、それが後に固くなったものです。岩くずや鉱物粒子

の大きさが直径 2ミリ～0.0625ミリのものを砂岩といい、この範囲よ
れきがん

り大きい粒子が大部分のものを礁岩、小さい粒子が大部分のものを泥

岩といいます。

これらの粒子は、もともとは川の上流にあった山の岩に由来してい

ますが、削られて運ばれるまで

に化学的、物理的なさまざまな

風化作用を受けています。山の

岩をつくる通常の鉱物のうちで

このような風化作用に最も強い

のは石英です。その他の鉱物は

化学的に分解され、いずれは粘

土になってしまいます。これら

が削られ、川によって運ばれる

有色鉱物 無色鉱物

カ，，、

風化され かんらん石

やすい 輝 石

角 せ ん 石

黒雲母 曹長石

風化され 正長石

l乙くし、 石英

図 I.岩石をつくる鉱物の
風化に対する難易度（倉林、 1980)
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と比重の違いによって砂粒と粘土分とが分けられ、別々のところにた

まることになります。ですから、風化作用と運搬・選別作用に卜分な

時間があれは、、砂岩はみな石英の粒子だけから構成されるようになり

ます。ただし、日本のように物理的侵食作用が激しく、川も短いとこ

ろでは、石英以外にも風化から免れたさまざまな鉱物が砂岩のなかに

含まれるのがふつうです。

さて、来待石の場合はどうでしょうか？ 来待石を磨いてガラス板

に貼り、さらに厚さが0.03ミリ程度になるまですり減らしてから岩石

観察用の特別の顕微鏡で調べます。すると、ふつうの砂岩に比べてこ
あんざんがλ

の砂岩では石英粒子は少なしその代わりに、安山岩や凝灰岩の岩片
しやちょうせき きせき

や、斜長石、輝石など通常は風化に弱し、とされる鉱物粒子がかなり多

く含まれているのがわかります。それらは角ばっていて、肉眼で見た

ときほど粒がそろっ

てはいません。粒子

と粒子の間は何も詰

まっていなかった

り、方解石の結晶が

埋めていたりしてい

ます。粒子の周りや

表面が汚れた感じに

なっているむのもた

くさんあります。
写真 2 来待石の顕微鏡写真
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3）来待石はどんなところでできたか？

来待石のこのような特徴は、砂粒のもとが大きな石英の結品を含ま

ない安山岩質の溶岩や火山灰で、しかもその供給地があまり離れてい

なかったことを暗示しています。また、粒子が粘土化して汚れた感じ

になっているということは、来待石という砂岩になった後に、風化が

かなり進んでいることを意味しています。

砂粒のもとになっている安山岩の溶岩や、火山灰が固まった凝灰

岩は来待層直下の大森層をつくる主要な岩石です。これらは今から

し500万からし 400万年前に宍道湖南岸地域ー帯でさかんに活動してい

た陸上の火山群の噴出物と考えられています。隣の玉湯町で“めのう”
かせんさん

を産する花仙山もこの時代の火山岩からできています。また、もう少

し宍道町寄りの室山や上野山も同様です。つまり、来待層が堆積する

図2 来待石の堆積環境を示す模式図
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頃、すぐ南側の陸地には少し前の時代にできた安山岩の火山がいくつ

も存在していたことになります。これらの火山は、来待層が堆積をは

じめたころになっても、まだ噴火を続けていたようです。来待層の下

半部には安山岩質の凝灰岩層がしばしば挟まれるからです。

できたての火山体からは岩くずや火山灰が、すぐそばまで迫ってき

た海のなかに流れ込み、海底に堆積しました。そして、砂サイズの岩

くず（火山砂）や火山灰がたまたま厚くたまるような場所があって、

そこに来待石のもとになる堆積物ができたと思われます。来待石を地

質学的な岩石名で凝灰質砂岩と呼ぶのはそのためです。

4 ）来待石はなぜ苔がつきやすいか？

来待石の石灯篭は新品を据え付けてから 2、3年で苔が生え、色む

写真 3. 来待石の石灯篭
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黒ずんできて、古い日本庭園にもすぐに馴染むことが魅力のひとつだ

そうです。たしかに、いつまでたってもピカピカの灯篭なんて、“わ

び”も“さび”もあったものではありません。では、いったいなぜ来

待石には苔がつきやすいのでしょうか？ このことについて、まだ科

学的に十分に調べられているわけではありませんが、今のところ次の

ような理由が考えられます。

1,400万年前に堆積した来待層は、その後の地殻変動によって今日

見られるように地表に露出し、風化作用を受けるようになります。日

本のような湿潤な気候のところでは、雨水が風化作用の重要な役割を

果たします。近ごろ酸性雨が大きな問題になっていますが、雨水は大

気中の二酸化炭素を溶かし込んでいるため、もともと弱L、酸性になっ

ています。また、地表近くではカピやバクテリアの呼吸作用によって

二酸化炭素の濃度が高くなっており、そのようなところにしみこんだ

雨水はさらに酸性の程度が強くなります。

酸性の水が岩石に触れると、岩石をつくる鉱物からまずカルシウム

(Ca）、マグネシウム（Mg）、ナトリウム（Na）、カリウム（K）の

イオンが溶け出します。これらのイオンが増えてくると周りの水の性

質はアルカリ性に変わり、それまでなかなか溶け出しにくかった珪素

(Si）もイオンになって溶けてきます。来待石に含まれる鉱物の多くは

これらの成分を含むものからなっているので、鉱物の結晶構造は少し

ずつこわされていきます。そして、これら溶出したイオンや、酸素と

結び付いた珪素（二酸化珪素： Si02）、酸化アルミニウム（Al2 0 3）、



水の分子などが再び集積して、や

がて粘土鉱物に変わっていきま

す。

石切場から切り出されたばかり

の来待石は青みを帯びた暗灰色を

していますが、加工され石灯篭な

どになって風雨にさらされると、

以上のような化学的風化作用が徐

々に進行していきます。顕微鏡で

観察したときに、鉱物粒子が汚れ

宍道町が海だったころ 7 

図 3 鉱物からのイオンの溶脱
（倉林、 1980)

た殻を被っているように見えたところでは、おそらく鉱物の分解が始

まっているのでしょう。粒子と粒子の聞の細粒部では粘土化がさらに

進み、一部は溶脱して穴になっていると解釈できます。この穴のおか

げで石灯篭の表面はたっぷりと水を含むことができ、さらにその水の

なかには植物の生育にとって重要な各種イオンがとけ込んでいる。根

を深く張る必要のない苔類にとっては、そこはまさに理想的な水耕栽

培場のようなところ、といってもよいでしょう。

生物の作用が加わると一層風化が進むことはすでに述べたとおりで

す。来待石でつくった古い灯篭やお墓のいたみが激しいのはそのため

です。また、植物の腐食酸の作用によって溶脱した鉄分が酸化し、さ

らに水分子と結合して水酸化鉄にかわることが、来待石を次第に黒ず

んだ色に変えていく原因のひとつになっていると考えられます。
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2.パレオパラドキシア

1 ）石切場から怪獣の牙が

1980年の 3月末、来侍石の石切場から牙をもった奇妙な動物の化石

が発見されました。発見場所は宍道町と玉湯町の境界にある石切場で、

発見者は玉湯町林の勝部利夫・美喜男の両氏。採石機で石を切ってい

たところ、石の断面に暗褐色をした年輪のようなもょうが現れたのが

そもそものきっかけだそうです。以前にもときどき来待石から骨のよ

うなむのが出たことがあるので、これも何かの動物の化石と直感、玉

作資料館の勝部 衛氏に届けました。衛氏から連絡を受けた島根大学

の地質学教室では化石を詳しく研究し、その結果、これは中新世に生

写真 4 来待石の石切り場
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写真 5.パレオパラドキシアの来待標本
（標本の前後の長さは約45cm・出雲玉作資料館蔵）

存していたパレオパラドキシア （Pαleoρaradoxiα）という動物の
ひtc，，かがく

左下顎であることが突きとめられました。当時の知識では近畿以西で

はじめての発見で、しかもそれまで発見されたなかでは最も新しい時

代の地層からの産出でした。つまり、この発見によって、パレオパラ

ドキシアの時間的・空間的分布が大きく書き換えられたので、す。

2）パレオパラドキシアとデスモスチルス

実は、出雲地方からは19世紀の終わりごろ (1897年、明治30年）、

パレオパラドキシアの親戚筋にあたるデスモスチルスという絶滅晴乳

類の臼歯の化石が発見されています。これは宍道湖の南東湖岸で拾わ

れたものである、とされ、その場所が宝蕩針希走毛に近かったので、



ハUl
 

後に布志名標本と呼ばれるようになりました。もちろんそのころは何

の化石か知るすべもなく、標本は東京大学に送られました。翌年の

1898年、同様な臼歯のついた頭蓋の化石が岐阜県で見つかり、 1900年

に「海牛類の化石」として学会誌に報告されました。ついで1902年、

岐阜県産の化石は海牛類ではなく象の仲間の先祖にあたるだろう、と

の見解がだされ、宍道湖岸産の標本も同じ種類の動物として紹介され

ました。

ちょうど同じ頃、太平洋をへだてた対岸の北米大陸カリフォルニア

州でも同様な化石が見っかり、どんな動物に属するか、議論が巻起こ

っていました。しかし結局、これと似た現生動物は全く見あたらない、

としてデスモスチルス （Desmosか！us） という新しい名前がつけられ

ました。この流れを受けて、 1914年に日本産のものについては、“日

本のデスモスチルス”という意味でデスモスチルス－ジャポ二クス

(Desmosか！usjaponicus） とし＼う学名が与えられました。なお、デス

モスチルスの desmosは“束”、 stylusは“柱”という意味で、丸い

柱が集まった束のように見える臼歯の特徴を言い表しています。パレ

オパラドキシアの臼歯も同じ様な特徴をしているので広い意味のデス
くうてL、もく きていもく

モスチルス類（正式にはデスモスチルス目で偶蹄目、奇蹄目、
れいちょうもく

霊長目などと同じレベルの分類単位）に含められます。しかし、パレ

オパラドキシアの日歯はデスモスチルス（狭義）のものよりもふたま

わりくらし、小型で、歯の数もだいぶ違うことから別々の科に分類され

ています（霊長類に例えていえばゴリラと人類ぐらいの違いです）。
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3）謎にみちた古生物

このように、パレオパラドキシアとデスモスチルスは頭部にいくつ

かの違いが見られるものの、基本的な身体のっくりは似ていて、生活

の仕方などむほぼ同じであっただろうと考えられています。しかし、

具体的にどんな生活をしていたか、ということになると、実はほとん

ど解っていないのです。

デスモスチルス類の頭骨には鼻涙管を欠いています。これは、眼球

をいつも湿った状態にしておく必要がない海生晴乳類の特徴のひとつ

です。鼻孔もジュゴンのように頭の上の方に後退しています。また、

今のところ化石は海にたまった地層からしか出てきていません。これ

だけみるとデスモスチルス類は海での生活に適応した動物のように見

えます。ところが、四肢を見ると、アシカやジュゴンでは小型化して

鰭足に変わってしまっていますが、デスモスチルス類では陸上動物に

も劣らないほどしっかりした太い四本の足がちゃんとついているので

す。このため、これまでに示された骨格復元や生体復元図は、研究者

によってみんな違っていました。ちなみに、パレオパラドキシア

(Paleoparadoxiα）とし＼う学名は“古くて矛盾だらけのもの”という意

味です。

この謎にみちた古生物の解明は、化石晴乳類研究の主要なテーマに

なっており、現在、いろいろな専門家が研究を進めています。ここで

は、その第一線にL、る東京大学医学部の犬塚則久博士の考えを紹介し

ておきます。犬塚博士によれば、デスモスチルス類は水陸再生の生活
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をしており、陸に上がるときはワ

ニのように姿勢を低くし、腹をす

るようにして歩いていた、という

のです。四肢の骨のつながりを解

剖学的に詳しく検討すると、

腿虫類のように府を側方にはった

形にしか復元できない、というの

がその理由です。このような姿勢

で歩く晴乳類は、現在では全く見

あたりません。しかし、水陸両生の
図4. パレオパラドキシアの復元図

（犬塚、 1989)

生活にはこの方が適してL、たということは、同様な生活をしている腿

虫類や両生類を見れば明かです。パレオパラドキシアは水中では指の聞

の水かきを使って器用に泳ぎ、浅い海底のアマモなどの海草を前歯です

くいとり、あの特殊な臼歯ですりつぶして食べていた、と考えられます。

4）宍道湖岸のデスモスチルス臼歯

ともあれ、来待層からパレオパラドキシアが発見されたために、こ

の古生物に関する研究に新しい視点が生まれてきました。前にも述べ

たように、宍道湖南岸からはこの発見より80年以上も前にデスモスチ

ルスの臼歯が見つかっています。ところが、不思議なことに、その後

パレオパラドキシアが発見されるまで、出雲地方ではデスモスチルス

類の化石は全く見つかっていなかったのです。ほかの地方ではその後
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もときどき発見され、資料も増えてきつつありました。そして、それ

らの資料から、パレオパラドキシアもデスモスチルスも今から1,600

～1,500万年前の前期中新世末期から中期中新世初頭の地層に集中し

て産出する、というのがほぼ常識になっていました。また、この時代

は日本列島のほぼ全域が熱帯から亜熱帯の環境にあったとされていた

ので、デスモスチルス類は一般に暖かい海に適応した動物である、と

考えられていました。しかし、このような常識の唯一の例外が宍道湖

岸産の布志名標本でした。

布志名標本は湖岸で拾われたもの、とされていました。拾われた付

近には来待層の上位に重なる布志名層と呼ばれる泥岩の地層が分布し

ています。普通ならば、布志名標本はこの布志名層から波の侵食作用

などによって洗い出されたもの、と考えるはずです。ところが、その

ころ布志名層は現在考えられているよりもすっと新しく、後期中新世

の地層とされていたのです。また、布志名層に含まれる貝化石も決し

て暖かい海の環境を示しておらず、むしろ現在の山陰の海よりむ寒い

くらいのところに棲んでいるものが多かったのです。このようなこと

から、日本のデスモスチルスの第一号標本であるはずの布志名標本は、

もともと上流のもっと古い地層に含まれていたものが、 J11の侵食作用

で洗い出されて湖岸まで運ばれてきたものだ、とか、仮に布志名層中

に含まれていたとしても、布志名層が堆積した時代に、より古い地層

から洗い出されて礁として地層の中に取り込まれたものではないか、

などという解釈もなされていました。
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5）パレオパラドキシアがもたらした光明

しかし、布志名標本は写真でみる限りほとんど摩耗しておらず、遠

くから川で運ばれてきたとはとても考えられません。また、泥岩がた

まるような場所にひとつだけ礁としてぽつりと取り込まれるというの

も妙な話です。デスモスチルス類はもっと新しい時代まで生息してい

てもよい。また、少なくともデスモスチルス（狭義）は冷たL、海に生

息していてもよい。私たちはそう考えたかったのです。そこで、私た

ちとしては、デスモスチルス類が確実に布志名層から産出する、とい

う例がもっと出てくることを期待していました。来待層からパレオパ

ラドキシアが発見されたことは、この期待に一筋の光明を与えてくれ

たのです。

後の章で述べるように、来待層の下位にはまだ海の地層があって、

それが1,600～1,500万年前のほかの地域の地層に対比される、という

ことはすでに解っていました。来待層はこれまで言われてきたデスモ

スチルス類の産出層準より明らかに新しいのです。かなり保存の良い

来待層産のパレオパラドキシアを、来待層より古い別の地層から洗い

出されて、堆積中の新しい地層中に再び取り込まれた、という人はま

ずいないだろう。第二、第三のデ、スモスチルスの化石は必ず出てくる。

そう思ったのです。

6）ぞくぞくと発見された珍獣化石

期待は意外に早く実現しました。パレオパラドキシアの発見から 1
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年後の1981年、出雲市ーの谷公園の南西側の土取り場から、デスモス

チルスの見事な日留が、当時斐川中学の生徒だった土江直美君によっ

て発見されたのです。また、この発見の直後、島根大学の学生によっ

て、同じ土取り場から原始的なアシカの化石も採集されました。アシ

カは冷たい海に棲む哨乳類の代表格ですので、デ、スモスチルスが冷た

し、海に適応していたことは、もはや動かしがたくなりました。さらに、

1984年には、教材研究のためにこの土取り場の地層を調べていた小学

校教諭の谷戸茂さんが、崖からつきでている大人の拳ぐらいの骨化石

を発見し、それがデスモスチルスの足の骨の一部（中足骨）であるこ

とを明らかにしました。こうして、布志名層の時代までデスモスチル

スが生きていたことは確実となりました。

一方、布志名層や来待層の年代についても、化石層序学や上下の地

5cm 

写真 6. デスモスチルス出雲第一標本
（左は臼歯の側面、右は校合面・島根大学地質学教室蔵）
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~段丘磯層
EZI松江層

[!I[]])布志名層

図来待層

ヂミ進室浮荷

く〉バレオパラドキシア

er玉湯町林村

来待石採右場（来待標本）

図 5. 出雲地方のデスモスチルス類の産地

③乃白 III《可口南西

宍道湖岸（布志名標本）

③出雲市 の谷公園南西
土取り場（出雲第 1標本）

④向上（出雲第 2標本）

層の放射年代学的研究により、次第にはっきりしてきました。これら

の地層は、後期中新世とした従来の考えとは異なり、布志名層は約

1,300万年前、来待層は約1,400万年前、すなわち中期中新世に含まれ

ることがわかったのです。また、このごろまでにデスモスチルスを含

む他の地域の地層の年代もかなり整理されてきました。例えば能登半

島や北海道南部のデ、スモスチルス包含層の一部は布志名層とほぼ同じ

時代であることがわかり、出雲地方だけが例外ではなくなりました。

さらに、暖かかったとされる一時代前の地層の中にも、ほんのわずか

な期間だけ比較的冷たい時期があることが貝化石の研究などから明ら

かになり、そういう時期に限ってデスモスチルスが産出することも、
みすなる

岐阜県の瑞浪地方で明らかにされました。

こうして現在では、パレオパラドキシアは暖かい海に、デスモスチ

ルスは比較的冷たい海に生息し、デスモスチルスは1,300万年前頃ま

で生存していた、という考え方が一般的となりました。これらが絶滅
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したのは、冷たい海での生活により適応した海牛類や鰭脚類がそのこ

ろから急に発展してきて、古典的な体制を持つデスモスチルス類の生

活の場を奪ってしまったからとむ考えられています。

7)来待層は化石の宝庫

来待層からはパレオパラドキシアの他にも珍しい化石がいろいろと

出てきます。カルカロドン－メガロドン（Carcharodon megalodon) 

と名付けられた巨大な化石ホホジロザメの歯、大きな鯨の顎の骨、ま

るで方ウムガイそっくりの形をしたタコブネの絶滅種 （Mizuhobaris

izumoensis）など。これらはいずれも来待層が暖流の影響下にあった

ことを示しています。そしてなぜか古いシカのなかま （Dicrocerus

sp.）の下顎骨も見つかっています。これは来待層が堆積した場所が

陸に近かったことの証拠かも知れません。

来待石を石灯篭などに加工していると、ときどき化石の骨が出てく

ることがある、と石材屋さんはし内、ます。化石の入った石材は加工が

できなくて困る、とも聞きます。私などは化石の入った石灯篭の方が

ずっと値うちがあるように思えるのですが・一。それはともかく、お父

さんが石材加工業をしている宍道町鏡の勝部圭一君は小学校の頃から

化石あつめが好きで、作業場に捨ててある石くずの中から立派な標本

をいくつもものにしてきました。来待石の採石と加工が続くかぎり、

貴重な化石がまだまだたくさん発見されることと思われます。石造り

の文化ととむに、これらの化石も、町の宝物として大切に保管してい
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ただきたいと思っています。

写真 7.来待層産の化石

来待石の石切場からパレオパラドキシアが発見されてちょうど10年

目の1990年3月、この謎に満ちた古生物の全身骨格模型が島根大学山

陰地域研究総合センタ一展示室に組上がりました。個々の化石骨模型

のもとになったのは、 1986年に近畿以西で 2番目の発見となった岡山

県淳司市産の標本で、さきほど紹介した最新の考え方で組立、復元さ

れています。これによってパレオパラドキシアのすべての部分の骨に

ついて比較、検討ができるようになりました。いままで何の骨かわか

らなかった来待石産の化石の中に、第 2、第 3の重要標本が含まれて
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いるかも知れません。ぜひ一度大学に来て、ご覧になって下さい。

写真 8 パレオパラドキシア全身レプリカ骨格復元
（島根大学山陰地域研究総合センター）
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3.宍道町の地質が語る日本海の生い立ち

みたきさんいわやじ

1 ）美滝山岩屋寺

来待駅からパスで15分、濃い椋

の木立に囲まれて真言宗大覚寺派

の古利、美滝山岩屋寺があります。

山号の由来と思われる寺の裏手の

高さ10mほどの滝は、豪快という

印象はありませんが、むしろ幽遼

の境を感じ取るにふさわしい清楚

な美しさをもっています。付近は

シダ類をはじめ、多くの珍しい植

物が生い茂っていることでも知ら

れています。 写真9 木々が生い茂る岩屋寺の滝周辺

この岩屋寺から佐倉の南、大野、下倉をへて佐々布畑に至る一帯に

は、黄色味を帯びた砂岩が細長く分布しています。この砂岩は来待石

と違って火山岩の岩くずは全くといって良いほど含まれておらず、透

明の石英の粒が非常に良くめだちます。また、風化しでも黒くならず、
かこうがん

新鮮な崖ではまるで花崩岩（みかげ石）の崖のように白っぽい色をし

ています。それもそのはずで、この砂岩をつくる砂粒はほとんどが花

崩岩の岩くずやその風化物でできているのです。

花崩岩はマグマが地下深所でゆっくり固まってできた火成岩の一種
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で、宍道町では大東町や加茂町との境界に近い南部域に分布していま

す。この岩石をつくる主な鉱物は石英と長石と黒雲母ですが、 これに
かくせんせき かこうせん）ふくがん

角閃石も加わった花嗣閃緑岩と呼ばれる岩石も隣接してみられます。

花崩岩や花崩閃緑岩が風化すると長石や黒雲母、角閃石から粘土化が

進み、前にも述べたように風化に強い石英が最後まで残ります。こう
まさか

して風化が進行し、花崩岩類がグスグスになることを“真砂化する”

といいます。 この付近に分布する白っぽい砂岩は、 たいてい真砂化し

てできた砂粒がもとになっているのです。砂粒が波の荒いところに運

ばれてたまった場合には、粘土分は洗い流されて大きさのそろった石

英粒が残りますが、 そうでない場合には石英の他にまだ風化があまり

進行していない他の鉱物粒子や花崩岩の岩くず （操）が混じってきま

す。 このようにしてできた砂岩を、地質学の用語でアーコーズ質砂岩

といいます。

2 ) 1,600万年前の海岸線

岩屋寺の滝が懸かっている崖

も、 このアーコーズ質砂岩ででき

ています。崖の表面をよくみると、

はうきではいたような車ヰめのもよ

うが見られますが、 これは水流に

よって運ばれた砂粒や礁が規則正

しく配列した跡で、斜交葉理と呼 写真10. /II合層の斜交葉理
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んでいます。逆に言うと、斜交葉理が見られるところは、ある程度水

流があって、砂粒が別の場所から運ばれて来る様な場所であった、と

解釈できます。しかし、他のところでは斜交葉理がみられず、花崩岩

の小さな岩くずがごそごそと入っている場合もあります。その場合に

は、たいていすぐ近くに花崩岩そのものの崖が露出しています。つま

り、そのようなところは花崩岩の風化物がほとんど運ばれずにたまっ

た場所、と言うことになります。

このように場所によって多少の違いはありますが、花崩岩の風化物

がその起源となっていると考えられる同様な砂岩の地層は、延々と大

田市の西の方まで追跡され、それが典型的に分布している大田市川合

町の名をとって川合層と呼ばれています。）｜｜合町の模式地の近くから

1,600万～l,500万年前に生息していたとされるヤマトピカリア

写真11. マングロープ
（沖縄県西表島）

(Vicaηα callosa japonica〕 ヒい

う巻貝の化石が見つかっているの

で、 JII合層の堆積年代が推定でき

ます。また、ヤマトピカリアは、

類似した現生巻貝の生態や一緒に

産出する他の貝化石などから、熱

帯から亜熱帯の、マングローブな

どが生い茂る浅い海に棲んでい

た、と考えられています。宍道町

では川合層からまだ化石が見つ
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かっていませんが、以上のようなことから、この時代 つまり、前期

中新世末から中期中新世初頭 (1,600万～1,500万年前）には、熱帯の

海岸風景が広がっていた、と見なすことができます。

ところで、もうおわかりのように、当時の陸地には花崩岩類が広く

露出していた、ということになります。地下でマグマが固まってこの

花崩岩類ができたのは、放射性同位元素を用いた年代測定の結果など

から約5～6,000万年前と推定されています。マグマが固まった深さに

ついて推定することはきわめて難しく、研究者によって意見はまちま

ちですが、ここでは常識的に地下数km程度と考えておきましょう。つ

まり、花崩岩ができた当時、その上に数km程度の地層（または岩石）

が被っていた、ということになります。この地層や岩石は、遅くとも

川合層がたまり始める1,600万年前までにはすっかり侵食されてなく

なってしまいます。侵食される、ということはその地域が周りよりも

高度が高くなくてはなりませんから、マグマが上昇して来るときか、

その後に、その地域が相対的に隆起したことになります。いつ、どの

程度隆起したか？ 侵食されて消えた地層（岩石）は何であったの

か？とし、った問題は地質学上の未解決の問題です。

3）橋の下の黒い石

来待川の中流の来待大森に、本郷橋という小さな橋がかかっていま

す。橋の下から数10m上流までのJII床を注意して見ると、黒～暗灰色

をした泥岩の地層が震出しているのがわかります。 J11床に降りてこの
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泥岩の表面をさらに注意深くみる

ゴマ粒よりもまだ小さい白色

や貰褐色をしたツブツブが見つか

これは有孔虫とよばれ

る原生動物がつくった石灰質の殻

また、魚、の鱗の化石

ります。

と

一Imm 魚の骨の一部

あまり

の化石です。

もときどき見つかります。

これらはめだたない化石ですが、

地層が堆積した環境を推定するに

有孔虫の一種とくに有孔虫

は種類も多く、環境によって棲み

分けていることがわかっています

は重要な化石です。

－ I mm 鱗の魚それを使って海の深さや海から、

写真12. 久利層産の主な化石底の様子をかなり詳しく知ること

この黒色の泥岩は川合層の砂岩が堆積しそれによれば、ができます。

しかも海底の水の動きがあまりないた場所よりも明らかに深い海で、

と考えられます。

黒色の泥岩は本郷橋下以外にも佐倉や下倉などにむ分布しており、

たいてい川合層の砂岩のすぐ上についてきます。大田市付近でもやは

ようなところに堆積した、

ところによっては川合層の砂岩が側方この

泥岩層に移り変わっていくように見えるところもあります。この泥岩

層は、典型的に分布している大田市久利町付近にちなんで久利層と

り同様な泥岩層がみられ、
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呼ばれていますが、時代的にはJ11合層とあまり差がない (1,600万～

1,500万年前）、ということから川合・久利層と一括して呼ぶことが多

いようです。なお、宍道町付近に分布している川合層と久利層も一括

して玉造層と呼ぶことがあります。

黒色の泥岩とアーコーズ質砂岩とは堆積した環境がまったく異なる

にもかかわらず、時代的にも、地理的にも非常に接近した分布を示し

ている、ということはいったL、何を意味するのでしょうか？ これは

実は日本海の出来始めの頃の様子を知る上で、非常に重要なヒントと

なっているのです。

4）日本海のできはじめ

日本海がいつ頃、どのようにしてできたか？ この問題は日本の地

質学研究におけるもっとむ重要な課題のひとつで、常にホットな議論

が展開されてきました。とくに、 1989年の夏に国際的なプロジェクト

の一環として行われた日本海深海部の掘削（ボーリング）では、これ

までほとんど知られていなかった日本海形成初期の直接的な試料が研

究者の前に明らかになり、 1990年にはこれらをむとに日本海の成因に

ついて活発な討論があちこちでくりひろげられました。

討論はこれからもまだ続くと思われますが、とりあえずこの掘削で

明らかになった事実もふまえて日本海ができてし＼く様子をまとめる

と、だいたい次のようになると思います。
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①胎動期（ 4, 000万～ 3,000万年前〕

②海盆形成期（ 2, 300万～ 1,700万年前〕

③初期海進期（ 1, 900万？～ 1,600万年前）

④ 海域拡大及び深化期（ 1,600万～1,400年前）

図6 日本海が形成していくようす
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ししんせい ぜんしんせい

①胎動期（4,000万～3,000万年前．始新世末～漸新世前期）
えんかいしゅう

朝鮮半島から沿海州に広がっていた当時の大陸の縁辺部で火山

活動が活発になり、 あちこちに火山性の陥没盆地ができました。こ

の時期の火山活動は、中生代白亜紀末から断続的に起こった花崩岩

質マグマの活動の最末期であると同時に、日本海形成に直接かかわっ

たマグマ活動の先駆的なものである、 という見方があります。

②海盆形成期（2,300万～1,700万年前：中新世前期）

しばらく休止期をへた後、再び活発な火山活動が開始されました。

大陸の縁辺部には、ちょうど現在のアフリカ大陸東部にみられるよ

うな長大な地溝帯（リフト・バレー）が形成され、次第に拡大して

し、きました。 このように大陸が引き裂かれたところでは玄武岩のマ

グマが噴き出し、後に日本海底の地殻として成長していきます。現
やまとたい

日本海には大和堆をはさんで北側には日本海盆、南側には大和在、

海盆と呼ばれる広い海盆がありますが、 このうち、 まづ日本海盆が

上で述べたような過程で形成され、引き続き大和海盆が同様に形成

された、 と考えられます。 このような広い海盆の形成と同時期に、
かんぽっぽんち

引き裂かれていく大陸片の周縁には幾つもの陥没盆地が出現し、安

山岩を主とする激しい火山活動が起こっていました。

5）深くなる日本海

こうして、現在見る日本海の凹地の基本形ができあがりました。そ

の後どうなったか、続きを見てみることにしましょう。
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③初期海進期（l,900万？～1,600万年：前期中新世後半）
れっかい

リフティング（裂開）によって形成された凹地が沈降していき、

そこに海水が進入してきました。海としての日本海の始まりです。

引き裂かれた地塊の周縁部にあった陥没盆地は、始めのうちは淡水

の湖で、火山活動も引き続いて活発に行われていました。しかし、

これらも、 l,600万年前までには海水に洗われる環境となりました。

④海域拡大および深化期(1,600万～l,400万年前．中期中新世前半）

海盆域はますます沈降し、深海化していきます。また、この時期

は世界的な規模で海水面が上昇したといわれており、これによって

海域の拡大と深化のスピードはさらに加速されたものと思われます。

すでに述べたように、この時期の始めの頃は熱帯から亜熱帯の気

候で、山陰地方もマングローブが生い茂るような海岸風景が続いて

いたと考えられますが、海域の拡大・深化にともなって急速に黒色

泥岩がたまるような環境に変わっていきました。 JI[合・久利層とか

玉造層とか呼ばれている地層の岩相や分布の特徴は、そのような海

の急激な環境変化を示している、と考えられます。しかし、この時
かせんざん

期の終わり頃には山陰の海岸部は再び隆起します。そして、花仙山

や上野山などの安山岩の火山が形成され、火山体の麓では河川成の

疎岩や砂岩がたまりました。これら、陸上の火山岩や堆積岩は大森

層と呼ばれています。大森層が典型的に分布している、とされてき

たところは宍道町の来待大森の付近です。そこには久利層の黒色泥

岩層を削りこんで安山岩の大きな礁からなる陳岩が分布しています
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が、この際岩層の上位には火山灰や軽石などが固まった凝灰岩層が

重なり、やがて海成の凝灰質砂岩からなる典型的な来待層に移り変

わります。来待層がたまる頃の様子については、すでにお話した通

りです。

6）布志名層の貝化石

来待層の凝灰質砂岩の上位には布志名層の泥岩置が重なります。玉

湯町の布志名が布志名層の模式地で、その西の延長が宍道湖岸に沿っ

て宍道町にも分布しています。前にもお話したように、布志名層はデ

スモスチルスを産出する地層として知られていますが、多くの貝化石

を含むことでも有名です。

布志名層の貝化石は、 1923年（大正12年）に東京大学の横山又次郎

氏によってはじめて学界に紹介されました。このとき報告された貝化

石は宍道町鏡など 6ヶ所から採集された19種で、そのうち 7種は新種

でした。また、 1938年（昭和13年）には東北大学の野村七平、畑井小

虎両氏によって40種余りが報告され、そのうち 6種が新種とされまし

た。

新種とされた貝化石には、宍道や出雲地方の地名にちなんで名前が

つけられたものもあります。和名で言うとシンジザルガイ （学名では

Clinocardium shinjiense）、イズモノアシタガイ（Cultellus izumoen-

sis）、カガミホタテガイ （Kotorapecten kagamiaηus）、フジナウパト

リガイ （Serripesfujinensis）、シンジシタダミ （Margarites sinzi）、
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写真13. 布志名層の主な貝化石
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シンジヒタチオピ （Fulgorariasinzieηsis）、などです。その後、これ

らの多くは出雲地方以外でも発見され、現在では日本の中新世の代表

的な貝化石となっています。また、第二次大戦後も布志名層の貝化石

の研究は続けられており、少なくとも全部で50種ぐらいの貝化石が含

まれていると見積もられています。布志名層は400m以上の厚さがあ

ると言われていますが、宍道町で見られるのはこのうち下部の200m

程度の部分です。貝化石は一般に下部の方に多く含まれており、国道

9号線沿いの鏡の大きな崖などは、法面の補修工事が行われる以前は

重要な化石産地のひとつでした。この崖は布宏、名層のほぼ最下部の層

準にあたり、カガミホタテガイやシンジザルガイなどの二枚貝化石に

混じって、来待層でも産出したタコブネ （Mizuhobaris izumoensis) 

もときどき採集できました。貝化石の組み合わせから、当時の海は50

～60 mの深さで、タコブネが産出することから、まだ暖流の影響があ

ったことがわかります。

7) 冷たくなる日本海

しかし、同じ布志名層でも上位の層準にむかつて貝化石の組み合わ

せが少しづっ違ってきます。海の深さにはそれほど大きな変化は見ら

れないのですが、次第に暖流系の貝が産出しなくなり、逆に寒流系の

貝類が目立ち始めてくるのです。タコブネは鏡の崖よりも上位の布志

名層では見られず、チョウセンクダマキガイ （Sulcurites cryp-

toconoides）やムカシウラシマガイ （Liracassisjaponica）など、 1,600
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万～1,500万年前の熱～亜熱帯時代の地層にむしろ多くみられた貝類

も上位層準にむかつて消えて行きます。そのかわり、エゾヒバリガイ

(Modiolus modiolus difficilis）やフジナウパトリガイ ( Serripes f u-

jinensis）、エゾボラの仲間 （Nφtuηea sp.）など、現在では北海道沿

岸にその仲間がいる貝類が、中～上部の布志名層で多くなります。明

らかに日本海は冷たくなってきたようです。そして、デスモスチルス

が北の海からこの付近までやってきたのが、今からおよそl,300万年

前、布志名層の中部層準が堆積した時代ということになります。

布志名層の時代に日本海が冷たくなってきたのは、今の対馬海峡に

あたる部分が閉じて、暖流が流れ込まなくなったからではないか？
かいわん

と私は考えています。日本海は北または東に聞いた大きな海湾になっ

ていたのではないでしょうか。この海湾には北方から寒流が流れ込ん

できて、栄養分に富んだ深層の水塊と交換するようになりました。海

底の地形の具合で、深層の水塊が表層に特に押し上げられ易い場所が

いくつか出現し、そのようなところに植物ブランクトンの珪藻類が爆

発的に繁茂したと考えられます。隠岐の島後や能登半島にはこの時代

の珪藻土層が厚く堆積していますが、それらはこのような状況のもと

で形成されたものでしょう。

布志名層を堆積した海は1,200万～l,100万年前の松江層の海へと引

き継がれます。松江層は松江市周辺に分布する砂岩を多く含む地層で、

宍道町には分布していません。砂岩層にはさまれて玄武岩の溶岩や凝

灰岩も見られます。宍道湖に浮かぶ嫁ケ島も、松江層にはさまれる玄
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武岩溶岩でできています。また、松江層にはカキなどの貝化石や汽水

棲のエピ、魚、などの化石が含まれることから、浅い内湾のようなとこ

ろにたまったものだろうと考えられています。 500万年以上続いた中

新世の海は、火山活動を伴いながらここでついに出雲地方から消滅し

てしまいます。その後、この地方に海が入ってきた、というはっきり

した証拠は、 5,000年前の縄文時代まで知られていません。
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あとがき

宍道町は、出雲石灯篭のふるさととして全国に知られています。こ

れは、良質の工芸用石材である“来待石”を産出し、それを加工する

江戸時代からの伝統技術が大切に育まれてきたからに他なりません。

本書の前半の 2つの章では、この“来待石”にまつわるいくつかの

話題を紹介しました。石材としてのすばらしさもさることながら、地

質学や古生物学からみても、“来待石”は興味がつきない石です。と

くに、パレオパラドキシアをはじめとする珍しい化石が、これからも

続々と発見されるような気がします。いつも石を見つめ、石とつきあっ

ている町のみなさんならばこそ、そのようなすばらしいチャンスにめ

ぐりあうことができるものと期待しています。

後半では、宍道町の地質を紹介しながら日本海の生い立ちについて

考えてみました。本文でも書きましたが、日本海問題は学界での第一

級のテーマで、今後も議論がつきないことと思います。このようなス

ケールの大きな問題の解決にあたっても、地域の地質を詳しく調べる

ことが基本であり、謎を解く鍵は意外と身近にある、ということが多

少は解っていただけたのではないかと思います。

この本は、 1989年9月に島根大学公開講座が宍道町で聞かれた際、

「石の町－宍道町の自然」と題して講演した内容をもとに、その後新

しくわかったことなどを加えてまとめたものです。いつも見慣れた郷

土の自然をより深く理解するために、この本が少しでもお役に立てれ
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ば望外の喜びです。

最後になりましたが、本書を執筆するにあたり、私の専門外の分野

については島根大学理学部地質学教室のスタッフのご意見を参考にさ

せていただきました。また、島根県地学会の川本令一氏と宍道町教育

委員会の稲田 信氏には原稿を読んでいただき、貴重なご意見をうか

がし、ました。これらの方々に深く感謝いたします。
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宍道町の地質図凡例（模式柱状図も兼ねる）
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